
株式会社MORESCO
MORESCO Corporation

http://www.moresco.co.jp/
東証一部 5018 (石油・石炭製品)

２０１５年１０月

第２四半期業績の概要
（平成２７年３月１日～平成２７年８月３１日）

水と油と高分子のスペシャリストとして社会の発展に貢献する
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当期の経営環境(１)
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国内月別自動車生産台数

当期の経営環境(２)

出典：自動車工業会
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当期の経営環境(３)
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海外自動車生産台数の推移

出典：マークラインズ社
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単位：百万円

科目
１４年２Ｑ
累計

１５年２Ｑ
累計

前年

同期比

売上高 １２,８４２ １３,０５０ +1.6%

売上総利益 ３,８７６ ４,２２７ +9.1%
販管費 ２,８８８ ３,１５６ +9.3%

営業利益 ９８８ １,０７１ +8.4%
営業外損益 １２４ １０４ △16.4%

経常利益 １,１１２ １,１７５ +5.6%
税引前利益 １,１１２ １,１７５ +5.6%

四半期純利益 ６５１ ７０８ +8.9%

決算概要 連結損益計算書



１４年２Ｑ

累計

１５年２Ｑ

累計

前年
同期比

特殊潤滑油部門 ５,８７６ ５,９９１ +2.0%
合成潤滑油部門 １,２５５ １,４３９ +14.6%

（うち、ＨＤ潤滑剤） （６４０） （８３１） (+29.8%）
素材部門 ２,０４７ １,７２８ △15.6%
ﾎｯﾄﾒﾙﾄ接着剤部門 ２,９９６ ３,２７３ +9.3%
その他 ６４０ ５９２ △7.5%
化学品事業計 １２,８１５ １３,０２３ +1.6%
ビル事業 ２７ ２７ △0.5%
売上高合計 １２,８４２ １３,０５０ +1.6%

単位：百万円

部門別売上高の内訳



◆部門全体の売上は前年比２.０％増（５,９９１百万円）
数量は ３.６％減

２Ｑ累計実績（特殊潤滑油部門）

 ダイカスト用油剤、難燃性作動液
・数量減少するも、円安により
売上高増加

 切削油剤
・国内、タイ、中国での新規獲得
により増加

 その他
・LLC（ロングライフクーラント）の
輸出減少とナイブラインの減少
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高温用潤滑油
自動車向けグリース用途等
・世界的な自動車生産台数の
不振により減少

ハードディスク表面潤滑剤

・新製品の採用が進んだことに
加え、円安による金額増

２Ｑ累計実績（合成潤滑油部門）

◆部門全体の売上は前年比 １４.６％増（１,４３９百万円）
数量は ７.６％減
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流動パラフィン

・競合との価格競争により国内外とも

に減少

スルホネート

・金属加工油の添加剤向けも弱含み

２Ｑ累計実績（素材部門）

◆部門全体の売上は前年比１５.６％減（１,７２８百万円）
数量は １０.２％減
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紙おむつ向け
・中国天津工場稼働。インドネシ
ア、国内ともに堅調に推移

粘着分野は堅調に推移
・新規顧客獲得により増加

その他用途
・自動車向けが緩やかに増加

２Ｑ累計実績（ﾎｯﾄﾒﾙﾄ接着剤部門）

◆部門全体の売上は前年比９.３％増（３,２７３百万円）
数量は ９.３％増
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単位：百万円

海外売上高

１４/２Q累計 １５/２Q累計 前年同期比

海外売上高 ４,３１２ ４,８５５ ＋12.6%
海外売上高比率 33.6% 37.2%

中国
31%

インド
ネシア
25%

タイ
15%

北米
10%

シンガ
ポール
10%

その他
7%

台湾
2%

15/2Q累計 国別売上高比率

海外売上高＝現地生産＋輸出

台湾、香港、北米向け輸出が減少
円安効果もあり、金額的には増加

（参考）
ドル・円では約18％の円安
（ドル・ルピアでは約20％のルピア安）



単位：百万円

科目
１４年２Ｑ
累計

１５年２Ｑ
累計

前年

同期比

売上高 １２,８４２ １３,０５０ +1.6%

売上総利益 ３,８７６ ４,２２７ +9.1%
販管費 ２,８８８ ３,１５６ +9.3%

営業利益 ９８８ １,０７１ +8.4%
営業外損益 １２４ １０４ △16.1%

経常利益 １,１１２ １,１７５ +5.7%
税引前利益 １,１１２ １,１７５ +5.7%

四半期純利益 ６５１ ７０８ +8.8%

決算概要 連結損益計算書
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単位：百万円

科目
１４年２Ｑ
累計

１５年２Ｑ
累計

前年

同期比

売上高 １２,８４２ １３,０５０ +1.6%

売上総利益 ３,８７６ ４,２２７ +9.1%
販管費 ２,８８８ ３,１５６ +9.3%

営業利益 ９８８ １,０７１ +8.4%
営業外損益 １２４ １０４ △16.1%

経常利益 １,１１２ １,１７５ +5.7%
税引前利益 １,１１２ １,１７５ +5.7%

四半期純利益 ６５１ ７０８ +8.8%

決算概要 連結損益計算書
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１４/２Q １５/２Q 増減 前期比

販売費・一般管理費 ２,８８８ ３,１５６ ＋２６８ ＋９％

うち、研究開発費 ５２７ ５０３ △２４ △５％

単位：百万円

販売費・一般管理費

売上高販管費比率 ２２.５% ２４.２%

売上高研究開発費比率 ４.１% ３．９%

＜経費の増加要因＞
・天津ＭＯＲＥＳＣＯ立ち上げ費用
・人件費、旅費交通費の増加
・減価償却費の増加



単位：百万円

科目
１４年２Ｑ
累計

１５年２Ｑ
累計

前年

同期比

売上高 １２,８４２ １３,０５０ +1.6%

売上総利益 ３,８７６ ４,２２７ +9.1%
販管費 ２,８８８ ３,１５６ +9.3%

営業利益 ９８８ １,０７１ +8.4%
営業外損益 １２４ １０４ △16.1%

経常利益 １,１１２ １,１７５ +5.7%
税引前利益 １,１１２ １,１７５ +5.7%

四半期純利益 ６５１ ７０８ +8.8%

決算概要 連結損益計算書



地域別損益（連結、前年同期）

9,113
10,203

10,010

542 574 643

0

400

800

0

6,000

12,000

2013年 2014年 2015年

営業利益売上高 日本

売上高 営業利益

1,003 1,183
1,347

80

142
147

0

50

100

150

200

0

500

1,000

1,500

2013年 2014年 2015年

営業利益売上高 中国

1,254

1,741 1,986106

211 200

0

50

100

150

200

250

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

2013年 2014年 2015年

営業利益売上高 東南アジア

166
346 426

9

36

44

0

25

50

0

250

500

2013年 2014年 2015年

営業利益売上高 北米

単位：百万円



貸借対照表（連結）
（単位：百万円）

科目 当期末 増減 科目 当期末 増減
現預金 2,476 -26 仕入債務 4,021 -1,037
売上債権 6,364 -531 有利子負債 4,010 738
棚卸資産 3,898 -189 その他流動負債 1,684 -248
その他 333 1 その他固定負債 543 -209
流動資産計 13,072 -743 負債合計 10,258 -757
有形固定資産 7,487 808 資本金・資本剰余金 4,041 0
無形固定資産 1,696 -60 利益剰余金 7,699 708
投資その他 2,190 30 包括利益累計額 971 28
固定資産計 11,372 777 少数株主持分 1,475 54

純資産合計 14,186 790
資産合計 24,444 33 負債・資本合計 24,444 33
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単位：百万円

１４/２Q １５/２Q 増減

減価償却費 ３３８ ３６９ +３５

１４/２Q １５/２Q 増減

設備投資額 合計 ６５３ １,００４ ＋３６４

MORESCO ２１５ ５９４ ＋３７９

連結子会社 ４２５ ４１０ △１５

設備投資・減価償却費

主な設備投資

・第二研究棟

・天津ＭＯＲＥＳＣＯ建設費用

・ＭＯＲＥＳＣＯタイ倉庫建設
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１４年期末 １５年２Ｑ 増減

短期借入金 １,８９８ ２,２６２ ３６４

長期借入金 １,３７４ １,７４８ ３７４

合計 ３,２７２ ４,０１０ ７３８

有利子負債比率 １３.４％ １６.４％

単位：百万円

有利子負債

※ １年以内の長期借入金（７２６百万円）を含む

※



0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

期首 期末

連結キャッシュフロー

営業キャッシュ
フロー

＋560 ＋471

2,221

△1,198

投資キャッ
シュフロー

財務キャッ
シュフロー

現金及び現
金同等物

設備投資 △1,004（MJ 594, TMT269, 
MT101, MMA45))

長期借入金＋502

Million 
yen

換算差額

2,090

減価償却
費＋369
(のれん
+74)

現金及び現
金同等物



23

１３/２Q １４/２Q １５/２Q

１株当たり

四半期純利益 ６２.０８円 ６７.３１円 ７３.２８円
自己資本比率 ４７.６％ ４８.８％ ５２.０％
売上高経常利益率 ８.１％ ８.７％ ９.０％

（参考）株式数（期末） ９,６６８千株 ９,６６８千株 ９,６６８千株
株主数 ３,３３６名 ３,２５４名 ５,８３８名

決算概要 経営指標



単位：百万円

１４年

２Q
累計

１５年
２Ｑ

累計

進捗率

１５年度

通期

予想（修
正）

売上高 １２,８４２ １３,０５０ ４８% ２７,０００

営業利益 ９８８ １,０７１ ４９％ ２,２００

経常利益 １,１１２ １,１７５ ４５％ ２,６００

当期
純利益

６５１ ７０８ ４４％ １,６００

1５年度 連結業績予想
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新製品開発
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次世代記録方式対応HD表面潤滑剤

クラウド
コンピューティング

クラウドサーバー向け
次世代記録方式HDD

さらに高性能な信頼性の高い
潤滑剤が求められている
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有機デバイス用封止材

有機デバイス：有機物の発光体(有機EL素子)を使った照明や表示器などの機器

有機デバイス用封止材：水分に弱い有機EL素子を水分から守るシール材

エネルギーデバイス関連製品①

照明 ：発熱が少なく
直視しても目に優しい光

ディスプレイ：鮮明な映像

モレスコモイスチャーカット』 国内トップメーカーでの採用実績をもとに
世界市場へ展開

“曲がる”ディ
スプレイなどの
次世代型表示機

器
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水分透過率測定装置（水分バリア性を測定）

世界最高の超高感度測定

短時間測定

エネルギーデバイス関連製品②

モレスコモイスチャーカット』

幅広い測定範囲

信頼性・再現性の高い測定

10 -2～10－6ｇ/m2/day
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OPV（Organic Photovoltaics)モジュール化技術
有機材料（Ｐ型／Ｎ型）がミクロに分散した発電層を持つ薄型の太陽電池

ＯＰＶがもつ特長（波長域のバラエティ、光吸収係数が大きい、薄膜で発電可能、
塗布法可能）を活かしたアプリケーションの開発が課題

エネルギーデバイス関連製品③

特徴
・軽量 ： 極薄
・プロセス（印刷） ： 高速、大面積、安価
・設置 ： 曲面、フレキシブル
・低照度発電 ： 屋内
・効率 ： 低い（モジュール～１０％）
・実績 ： 実用化検討段階

OPVの断面イメージ



水グリコール系難燃作動液のリサイクル
使用済の水グリコール系難燃性作動液（水グリ）から劣化していない成分だけを抽出し、
再び水グリの材料として用いる技術を開発（廃棄物削減に貢献）



株式会社MORESCO

神戸空港

この資料に掲載されている業績見通し、その他今後の予測・戦略等に関わる情報は、本資料の作成
時点における当社の判断に基づくものであり、今後、予告なしに変更することがあります。
本資料記載の業績見通しや目標数値のみに全面的に依存して、投資判断を下すことによるいかなる
損失に対しても、当社は責任を負いません。
なお､当資料を無断で複写複製､配布することを禁じます。

http://www.moresco.co.jp/
ＩＲ窓口 078-303- 9058（経営企画部）

本社・研究センター

神戸市街

2015.10


